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看護系大学生における高齢者の性・セクシュアリティに
関する講義前後での認識の変化

‒KH Coderによるテキストマイニングを用いた分析‒

穴井美恵 1)、小倉由紀子 2)

1) 名古屋学芸大学看護学部

2) 聖泉大学看護学部

要旨
　本研究の目的は，看護系大学生が高齢者の性・セクシュアリティについて，
講義前後でどのような認識の変化があったかを明らかにすることである。A大
学 2年生 105名のレポートをテキストマイニングで分析した。結果，講義前
では分析に用いた総抽出語数 2276，異なる語数 414であった。講義後では分
析に用いた総抽出語数 9608，異なる語数 876であった。サブグラフでは，講
義前が【加齢に伴って性欲は低下するイメージ】【性の関心の低下と性機能の
衰え】【男女の関係性の変化】【自己の先入観や価値観で捉える高齢者像】【若
者世代との比較による高齢者の捉え方】の 5つであった。講義後が【高齢者に
とって重要な性的欲求の理解】【高齢者の性に対する考え方の変化】【高齢者の
愛情表現】【高齢者の心理的側面の変化】【高齢者にとって健康な生活のあり方
】【動機づけとなった講義の位置づけ】【幅広い概念であるセクシュアリティの
理解】【高齢者の性とセクシュアリティに対する学生の意識の拡大】【高齢者の
セクシュアリティを意識した看護の視点】の 9つであった。講義前には加齢に
よる生殖機能の衰退に関する記述が多かったが、講義後には高齢者の性・セク
シュアリティに対する認識の広がりがうかがえ、高齢者の特徴の理解や性・セ
クシュアリティの視点を踏まえた看護のあり方について考えることができてい
た。
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Ⅰ．緒言
　我が国は超高齢社会を迎え，人生 100
年時代と言われるようになり，高齢者の生
活の質（QOL）の向上が大きな課題とされ
ている。QOLの鍵となる１つに，性，す
なわちセクシュアリティがある。人間にと
ってセクシュアリティは生き生きと生きる
意欲の原動力であると言われるもので，特
に老年期におけるセクシュアリティは，そ

の人の存在に重要な意味をもつ生きがいや
幸福感と密接に関連している。しかし，医
療現場においては心身の健康は重要視され
ても，実際の臨床場面ではしばしば対応に
苦慮する性に関わる事柄は無視されがちで
ある。とりわけ高齢者の性の問題となると，
スタッフ個々人の否定観のみならず，集団
としての高齢者の性に対するタブー視があ
る（1）と報告されている。
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　高齢者の性・セクシュアリティに関する
先行研究では，高齢期における性の多様性
に関する報告（2，3）や高齢者の性感染症
に関する研究（4），皮膚・排泄ケア認定看
護師によるセクシュアリティに関する治療
的コミュニケーション技術　会話分析によ
る抽出（5）などが報告されている。
　看護学生のレポート分析については，実
習や授業後のレポート分析について多数の
報告はあるが，講義前後の段階で，高齢者
の性・セクシュアリティについての認識の
変化を比較検討している報告は少ない。
　看護学生は実習において高齢者を受け持
つ機会が多い。看護過程を展開するうえで，
高齢者の性・セクシュアリティに関するア
セスメントでは，多くの学生が出産の有無
や孫の存在の有無の記載にとどまっている。
超高齢社会を迎え，平均寿命が延伸してい
る我が国において，高齢者にとっての性・
セクシュアリティについての認識を学生が

正しく理解し，看護に活用できる人材を育
成していく必要がある。
　そこで本研究の目的は，看護系大学生が
高齢者の性・セクシュアリティについて，
講義前後でどのような認識の変化があった
かを明らかにすることである。本研究によ
って，学生がどのように高齢者の性・セク
シュアリティを捉えているかを明らかにで
きれば，今後の看護基礎教育における高齢
者の性・セクシュアリティに関する学習の
必要性や今後の学習課題を検討することが
でき，高齢者の健康を考える上で，高齢者
の性・セクシュアリティの視点から，高齢
者のQOL向上や生きがいについての支援
の在り方を考える機会となりえる。

Ⅱ．方法
１．研究デザイン
　質的研究
２．対象
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　2022 年度にA大学で老年保健活動論を
履修した看護学科 2年生在籍学生 107名
のうち，本研究に同意が得られた学生 105
名を研究対象とした。
３．授業の概要
　表 1に授業の概要を示した。
　老年保健活動論は 2年次前期に開講した。
本授業は，老年期にある対象の健康を支援
し，健康的な生活を維持するために必要と
なる知識・技術を習得できることを目的と
した。第 1回目の講義において，「老年期
の健康行動について考える」ことを目標と
し，『高齢者の健康』の単元の中で，≪高齢
者の性・セクシュアリティ≫について講義
を行った。講義内容としては，性・セクシ
ュアリティの意味，老年期における性の意
味，加齢に伴う性機能の変化，性生活と健
康，ケアの視点であり，身近な事例として
は，学生の実習での体験や教員の臨床経験
から，高齢者の性にまつわるエピソードを
提示しながら説明を行った。
４．データ収集の方法
　≪高齢者の性・セクシュアリティ≫につ
いて，講義する前の段階でどのように思っ
ているかを自由記載してもらい，記述した
内容を提出してもらった。そして，当該授
業が終了した時点で，学生が≪高齢者の性

・セクシュアリティ≫について，何を学ん
だか，印象に残っている内容，感じたこと
などを自由記載してもらい，記述した内容
を提出してもらった。
５．分析方法
　分析は，フリーソフトであるKH 
Coder（6～8）を用いて計量テキスト分析
を行った。分析の全過程を通じて，解釈が
先入観にとらわれていないか，内容の妥当
性を欠いていないかについて，研究者間で
確認・照合して分析の厳密性の確保に努め
た。
１）頻出語の抽出 
　記載のあった 105名の文章を電子テキ
スト化した。形態素分析の試行を繰り返し，
抽出語の区切りを確認し，分割される可能
性がある複合語をコマンドで自動処理によ
って検出し，頻出語を抽出した。分析に必
要と考えられる言葉について「語の取捨選
択」画面で強制抽出することで，研究者の
思い込みでなく，効率よく研究意図に沿っ
た分析を行った。 
２）サブグラフの抽出 
　出現パターンの似通った語を線で結んだ
ネットワークを描いた。共起の程度が近接
している単語は，頻度と共起の類似パター
ンと認識され，サブグラフが得られた。そ
れぞれのサブグラフを生成する語句につい
て，原文においてどのように記載されてい
るのか文脈を探り，命名を行った。 
６．倫理的配慮
　本研究は大学研究審査委員会の承認を得
た（番号：579）。学生への説明は，当該
授業の成績評価が発表された後に行った。
研究対象者に研究目的，方法，研究協力は
自由意思によること，協力するか否かによ
って今後の成績などの学業の評価に一切の
不利益が生じないこと，得られたデータは
個人が特定されないように匿名とし，研究
以外の目的で使用されることがないことな
どを文書と口頭で説明した。研究参加同意
書の提出をもって研究への同意を確認した。
収集したデータについては個人が特定でき
ない形で分析を行い，研究以外の目的で使
用されることがないように研究対象者の権
利を保障した。
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Ⅲ．結果
１．頻出語の抽出
　「高齢者の性・セクシュアリティ」につ
いて自由記載の文字数を単純集計したとこ
ろ，講義前では分析に用いた総抽出語数
は 2276，異なる語数は 414であった。講
義後では分析に用いた総抽出語数は 9608，
異なる語数は 876であった。講義前後の
頻出語上位 20（名詞，形容詞，動詞）を

表 2に示した。
２．高齢者の性・セクシュアリティの講義
前後における学生の学びの変化
　表 3に高齢者の性・セクシュアリティの
講義前後における学生の学びの変化を示し
た。サブグラフを【　　】で示し，各サブ
グラフに対する抽出データは「　　」の中
に記載した。
講義前の【加齢に伴って性欲は低下するイ
メージ】と【性の関心の低下と性機能の衰
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え】のサブグラフが，講義後では【
高齢者にとって重要な性的欲求の理
解】【高齢者の性に対する考え方の
変化】に変化した。また，講義前の
【男女の関係性の変化】が，講義後
では【高齢者の愛情表現】【高齢者
の心理的側面の変化】に変化した。
さらに，講義前の【自己の先入観や
価値観で捉える高齢者像】【若者世
代との比較による高齢者の捉え方】
が，講義後では【高齢者にとって健
康な生活のあり方】に変化した。
3．高齢者の性・セクシュアリティ
の講義後における学生の学びの拡大
　表 4に高齢者の性・セクシュア
リティの講義後における学生の学びの
拡大を示した。サブグラフを【　　】
で示し，各サブグラフに対する抽出デ
ータは「　　」の中に記載した。
　講義後に新たに追加されたサブグ
ラフとしては，【動機づけとなった
講義の位置づけ】【幅広い概念であ
るセクシュアリティの理解】【高齢
者の性とセクシュアリティに対する
学生の意識の拡大】【高齢者のセク
シュアリティを意識した看護の視点
】の 4つが挙がった。

Ⅳ．考察
１．頻出語の抽出
　「高齢者の性・セクシュアリティ」につ
いて自由記載の文字数を単純集計したとこ
ろ，講義前は高齢者の性・セクシュアリテ
ィについての認識が乏しく，抽出語の広が
りが見えなかった。多くは加齢による衰退
的なイメージや身近な男女関係モデルを若
者世代との比較で捉えていた。講義でのヒ
トの性やセクシュアリティ，老年期を理解
するための学習により，講義後では分析に
用いた総抽出語数及び異なる語数において
大幅に増加し，高齢者にとっての性・セク
シュアリティの重要性や高齢者の心理的側
面の理解を深め，看護の視点を抽出できて
いた。木下ら（9）は，高齢者の性の講義
における教育効果として，セクシュアリテ
ィの概念を教授することで，授業前の記述

に多く見られた生殖機能や性的欲求などに
限られない認識の広がりがうかがえたこと
を報告している。学生自身が異性との関係
を考える年代であり，性・セクシュアリテ
ィについては関心があると予測する。自己
の経験を踏まえ，講義を通して，高齢者の
気持ちを考え，相手の性を尊重した看護の
視点を持つことができていたと考える。
2．高齢者の性・セクシュアリティの講義
前後における学生の学びの変化
１）講義前【加齢に伴って性欲は低下する
イメージ】【性の関心の低下と性機能の衰
え】から講義後【高齢者にとって重要な性
的欲求の理解】【高齢者の性に対する考え
方の変化】への変化
　講義前には多くの学生が「高齢になるほ
ど異性に対する意識や性的欲求などが少な
くなる」などの認識をもっていた。木下ら
（9）の研究において，「衰えている」「性の
意識の希薄化」「生殖機能の低下」などの
加齢に伴う衰退的な変化を表すものが半数



医学と生物学 (Medicine and Biology)

6

を占めていたと報告しており，本研究の【
加齢に伴って性欲は低下する】や【性の関心
の低下と性機能の衰え】などの結果と一致し
ていた。性に関連した衰えでは生殖機能や
性的欲求などに関連しており，学生は老年
看護学概論等の既習科目の学修で得た加齢
変化についての知識に基づいていたものと
推測される。中には，「わからない」「考え
たことはない」等の表記も多く，学生にと
って「高齢者の性」が具体性を持たないこ
とであると示された。高齢者との同居体験
が少なく，「性」というテーマの特質上，
学生にとって身近でないことは当然のこと
と言える。
　しかし講義後には【高齢者にとって重要
な性的欲求の理解】【高齢者の性に対する
考え方の変化】に変化した。抽出データに
は「生理的欲求よりも心理的欲求のほうが
重要視され，高齢者にとっての生きるエネ
ルギーになったり，親密な関係性の欲求で
あったり，癒しになるということも考えた
ことがなかったので，今回で大きく考え方
が変わった」で示されるように，高齢者に
とって性的欲求の重要性を学ぶことができ
ていた。
　「性」がタブー視される我が国の文化の
中で生まれ育つ学生たちにとって，看護専
門職としての正確な知識を身につけること
と併せて，自分自身の「性」，「高齢者の性」
についての態度や価値観を振り返る機会も
重要である。それらの知識を基礎としなが
ら，老年期を生きる人々にとっての「性」
の意味を理解できる教育が必要である。
２）講義前【男女の関係性の変化】から講
義後【高齢者の心理的側面の変化】【高齢
者の愛情表現】への変化
　講義前には，「男女は若い時ほど区別さ
れなく高齢者として一括りにされがち」「男
性・女性の区別をあまりしなくなっていく
イメージ」などの【男女の関係性の変化】
の回答がみられた。木下（10）は，「『高齢
者』『老年者』という言葉は，老いを生き
る人々を非性的匿名集団の枠で囲み，男・
女のイメージを貧困にしてきた」と老年者
のケアの「脱性化」を指摘している。年齢
を理由とする高齢者への否定的な偏見や差

別的な見方をする学生の記述も見られた。
高齢者の性に対する偏見や一元的な見方，
脱性化する見方などエイジズムの存在があ
る。老年看護学概論にてエイジズムについ
て学習しているが，2年次前期の段階では
実際に高齢者とふれあう体験が少なく，高
齢者を正しく理解することが不十分である
ことが予測される。
　一方で，「高齢者は男女を意識せずみん
なで仲良くしているイメージ」という回答
も比較的多かった。柏木（11）は，男性
としてでも女性としてでもなく，性を超え
て人間として大事な心と力が加齢とともに
発達し成熟すると述べている。身近な高齢
者の存在や変化する社会通念・情報などか
ら，学生の意識に影響を及ぼしていた可能
性がある。
　講義後には，「高齢者が異性への関心を
保持し，愛されたい，触れ合いたいと願い，
自らの男性性や女性性を大切に扱われたい
と思うことは健全である」といった【高齢
者の愛情表現】などの肯定的な記載内容に
変化していた。また，【高齢者の心理的側
面の変化】では，学生は高齢者が心理的に
孤独を感じることが多いことを理解し，社
会や人との繋がりを求める存在であること，高
齢者を一括りで捉えるのではなく，一人一人の
高齢者の状況を個別に理解していくことの
必要性を学ぶことができていた。今後，高
齢者との関わりの中で，個別性のある一人
の人間として対象を尊重してケアできる人
材育成に努めていく必要がある。
３）講義前【自己の先入観や価値観で捉え
る高齢者像】【若者世代との比較による高
齢者の捉え方】から講義後【高齢者にとっ
ての健康な生活のあり方】への変化
　学生は「高齢者の性は少し生々しいと感
じた」や「私たちよりも，男性女性という
枠組みに対して敏感ではない気がした」と
いう記載が見られた。これは，【自己の先
入観で捉える高齢者像】や【若者世代との
比較による高齢者の捉え方】とし，高齢者
の性を性行動として解釈した上での学生の
イメージであると考える。大川（12）は，
性については長くタブー視された歴史があ
り，高齢者の性においてはほとんど言及さ
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れないままに，「老いたら性は枯れる」「高
齢者は性とは無縁の存在」等の思い込みが
あったと指摘している。従来，日本人は，
年をとると性は枯れて老熟するという老年
観を持っている。しかし，講義後では，「高
齢者にとって豊かな性生活を営むことは，
生きがいとなり健康の維持につながり，生
活の質を高めることにつながる」という意
見や「高齢者の性について，健康生活と密
接に関係している」ことを学んでいた。人
生 100時代を迎え，生き生きと活躍して
いる高齢者の生活実態や心情が抽出データ
に示され，高齢者にとっても「性」は健康
で豊かな生活を送るための要因であること
を再認識し，看護基礎教育においても教授
していく必要があると考える。
　また，「歳をとってもジェンダー感は存
在すると思うし，女性は女性として，男性
は男性としての考えを持つ」という意見も
あった。小山田ら（13）は，入学当初の学
生は，男女平等意識はもっているものの，
内面的にはステレオタイプ的な意識を強く
持っていると報告している。ジェンダーに
ついての記載は，講義前の段階でのみ，1名
の学生にみられた。今後，ジェンダーにつ
いても正しい理解ができるように教授が必
要である。
　一方で学生は，「年齢を重ねても性に関
しては男女ともにあまり今と変わらない」
という認識ももっていた。これは性の肯定
的なイメージと捉える。刀根ら（14）によ
ると，看護学生は概ね高齢者のセクシュア
リティについては理解を示し，肯定的にと
らえている者が多かったと報告している。
本研究において，講義前の段階では高齢者
のセクシュアリティという表記は示されな
かったが，講義前の段階からすでにセクシ
ュアリティに関連した認識を持っており，
「高齢者の性」に肯定的な理解やイメージ
を持つ学生もいた。講義後は【高齢者にと
っての健康な生活のあり方】を意識し，生
活の場でセクシュアリティをイメージする
状況や高齢者をセクシュアリティという枠
組みで観ることが多くなり，性差や個人差
はあるものの，高齢者が「性」と無縁では
なく，セクシュアリティという広い概念で

老年期を生きる人として理解できていたと
考える。　
４）講義後に追加された４つのサブグラフ
について
　学生は講義を通して，セクシュアリティ
が様々な意味を持つことなどを理解してい
た。高齢者の性を身体面でのみ捉えるので
はなく，心理面・社会面をも含めたセクシ
ュアリティとして捉えることの必要性を学
べたものと考える。ヒトの性やセクシュア
リティそして老年期を理解するための専門
知識の学習は看護学生の認識にダイレクト
に働く（15）ものであり，【動機づけとな
った講義の位置づけ】としての学習の役割
は大きいと考える。
　また，講義後には「高齢者は，孤独感を
感じることが多い。孤独感を和らげるにも，
セクシュアリティは重要な役割を果たすの
で，セクシュアリティについての看護も重
要」「尊厳を守る看護ができる」等の【高
齢者のセクシュアリティを意識した看護の
視点】を含む学びができていた。講義前の
段階では加齢に伴う衰退的変化にとどまっ
ていたが，講義を通して，高齢者の気持ち
を尊重したり，状況を考えようとする態度
が多くなっていた。学習を受けることで人
間の【幅広い概念であるセクシュアリティ
の理解】が深まり，性認識は高くなる
（16）。高齢者の性に関する知識が高いほ
ど，高齢者の性に対しては寛容となり，肯
定的態度をとるという報告もある（17）。
高齢者の性・セクシュアリティをどう捉え
るかは，高齢者を人格を持った人間として
どう観るかと関連することであり，人間の
性・セクシュアリティについての理解が深
まることは高齢者の性・セクシュアリティ
を尊重した援助実践に結び付くと考えられ
る。
　「年を重ねたからといって人を愛し愛さ
れたいと思うことや触れたいと思うことは
全くおかしなことではない」「人間であれ
ば，他者とのつながりや友情などが欲しい
と思うのは年齢に関わらずみんなに存在す
る気持ちだと思った。また性は年齢で決め
てはいけないと感じた」という記述があっ
た。老年期に入っても，高齢者は年齢に相
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応した性的欲求を基本として，人と人との
密接なつながりを求めており，これはむし
ろ自然の行為として生じるものであること
を学生は学んでいた。生きることとしての
「生」，そして「性」はともに人の基本的欲
求として捉えることができる。高齢者のセ
クシュアリティとは，人生そのものであり，
生きる力の基盤として存在し，老年期を生
きる人の人生を満ちたりたものにする基盤
であることを学ぶことができており，【高
齢者の性とセクシュアリティに対する学生
の意識の拡大】がみられた。
　日本は超高齢社会に突入していることか
らも，高齢者のセクシュアリティについて，
年齢の区分の特徴や個々人の個人的要素を
捉えたうえで関わることが必要である。高
齢者のセクシュアリティは自己の存在価値
を認識し，いくつになっても尊厳されるべ
きものである（17）。また，看護を担う者
は，高齢者の生活を楽しく充実するように
関わることが求められるが，性は生そのも
のであり，高齢者の性を尊重することが必
要になってくる。看護者のセクシュアリテ
ィに関する知識が増し態度が自由になれば，
高齢者の性的な問題に関わる看護ケアの質
が向上するため（18），看護基礎教育にお
けるセクシュアリティに関する教育は重要
であると考える。

Ⅴ．結論
　本研究は，看護系大学生が高齢者の性・
セクシュアリティについて，講義前後でど
のような認識の変化があったかを明らかに
するために，学生の自由記載の内容をテキ
ストマイニングの方法を用いて分析した。
講義前には加齢による生殖機能の衰退に関
する記述が多かったが，講義後には高齢者
の性・セクシュアリティに対する認識の広
がりがうかがえ，高齢者の性・セクシュア
リティについての認識について肯定的に変
化していた。生殖機能や性的欲求の衰退に
限局せず，高齢者の特徴の理解や性・セク
シュアリティの視点を踏まえた看護のあり
方について考えることができていた。
　講義でのヒトの性やセクシュアリティそ
して老年期を理解するための専門知識の学

習が看護学生の認識に働き，講義前の記述
に多く見られた生殖機能や性的欲求に限ら
れない認識の広がりを持たせることができ
る。それにより，高齢者の性・セクシュア
リティの重要性や心理的側面の理解を深め，
看護の視点を導き出すことにつながる。講
義の中で、生き生きと活躍している高齢者
の生活実態や心情，高齢者の性にまつわる
エピソードを示しながら共に考えることで，
セクシュアリティという広い概念で老年期
を捉えることができる。そのため，老年期
を生きる人々にとっての「性・セクシュア
リティ」の意味を理解できる教育方法や内
容の検討が必要であると考える。
　今後は高齢者に対する偏見を排除し，人
間の性の本質的理解に繋げていく学習が必
要である。
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Changes in Perceptions of Elderly Sex and Sexuality 
before and after Lectures by Nursing College Students

―Analysis using text mining by KH Coder―
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Summary
The purpose of this study is to clarify college students' perceptions of elderly 

people's sex and sexuality changed before and after lectures. We analyzed the reports 
of 105 using text mining. As a result, before the lecture, the total number of extracted 
words used for analysis was 2276, and the number of different words was 414. After 
the lecture, the total number of extracted words used for analysis was 9608, and the 
number of different words was 876. In the subgraph, before the lecture, [Image of 
decreased sexual desire with age] [Decline in sexual interest and decline in sexual 
function] [Changes in the relationship between men and women] [Image of the elderly 
as perceived by self­prejudice and values] and [Perception of the elderly by comparison 
with the younger generation]. After the lecture, [Understanding important sexual 
desires for the elderly] [Changes in the way the elderly think about sexuality] [The 
expression of affection by the elderly] [Changes in the psychological aspects of the 
elderly] [How to live a healthy life for the elderly] [Positioning of motivational 
lectures] [Understanding of sexuality as a broad concept] [Expansion of students' 
awareness of sexuality and sexuality of the elderly] [Nursing's perspective on the 
sexuality of the elderly].Before the lecture, there were many descriptions about the 
decline of reproductive function due to aging, but after the lecture, we could see that 
the awareness of the elderly's sexuality and sexuality was spreading, and nursing care 
based on understanding of the characteristics of the elderly. 

Keywords: Nursing college students, elderly, sex and sexuality, KH Coder, text 
mining


